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加
盟
国
又
は
そ
の
指
定
さ
れ
た
事
業
体
と
国
際
事
務
局
と
の
間
及
び
同
事
務
局
と
第
三
者
と
の
間
の
通
信
は
、
同

事
務
局
が
翻
訳
業
務
を
有
す
る
言
語
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

６

い
ず
れ
か
の
言
語
へ
の
翻
訳
の
費
用
（
５
の
規
定
の
適
用
か
ら
生
ず
る
費
用
を
含
む
。）は
、
当
該
言
語
の
使
用
を

請
求
し
た
言
語
集
団
が
負
担
す
る
。
公
用
語
を
使
用
す
る
加
盟
国
は
、
公
用
語
以
外
の
言
語
へ
の
翻
訳
の
費
用
と
し

て
、
一
定
額
の
支
払
を
行
う
。
当
該
一
定
額
に
係
る
分
担
単
位
当
た
り
の
金
額
は
、
国
際
事
務
局
の
他
の
業
務
用
言

語
を
使
用
す
る
加
盟
国
が
負
担
す
る
分
担
単
位
当
た
り
の
金
額
と
同
額
と
す
る
。
書
類
の
提
供
に
関
す
る
そ
の
他
の

全
て
の
費
用
は
、
連
合
が
負
担
す
る
。
ド
イ
ツ
語
、
中
国
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
及
び
ロ
シ
ア
語
に
よ
る
書
類
の
作
成

に
つ
い
て
連
合
の
負
担
す
る
費
用
の
最
高
限
度
額
は
、
大
会
議
の
決
議
に
よ
っ
て
定
め
る
。

７

言
語
集
団
の
負
担
す
る
費
用
は
、
当
該
言
語
集
団
の
構
成
国
の
間
で
連
合
の
経
費
の
分
担
額
に
比
例
し
て
分
担
す

る
。
当
該
費
用
は
、
当
該
言
語
集
団
の
構
成
国
の
間
で
他
の
分
担
基
準
に
よ
っ
て
分
担
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ

し
、
関
係
加
盟
国
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
合
意
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
決
定
を
当
該
言
語
集
団
の
代
弁
者
の
仲

介
に
よ
り
国
際
事
務
局
に
通
告
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

８

国
際
事
務
局
は
、
加
盟
国
が
言
語
の
選
択
を
変
更
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
場
合
に
は
、
一
定
の
期
間
（
二
年
を
超

え
な
い
も
の
と
す
る
。）の
後
に
こ
れ
に
応
ず
る
。

９

連
合
の
機
関
の
会
合
に
お
け
る
審
議
の
際
に
は
、
通
訳
施
設
（
電
子
装
置
の
有
無
を
問
わ
な
い
。）に
よ
り
、
フ
ラ

ン
ス
語
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ロ
シ
ア
語
及
び
ア
ラ
ビ
ア
語
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。通
訳
施
設
の
選
択
は
、

会
合
の
主
催
者
が
、
国
際
事
務
局
長
及
び
関
係
加
盟
国
と
協
議
の
上
、
裁
量
に
よ
っ
て
行
う
。

10

９
の
言
語
以
外
の
言
語
も
、
９
に
規
定
す
る
会
合
及
び
審
議
の
際
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

11

９
の
言
語
以
外
の
言
語
を
使
用
す
る
代
表
団
は
、
９
の
通
訳
施
設
に
必
要
な
技
術
上
の
変
更
を
加
え
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
通
訳
施
設
に
よ
り
、
又
は
特
別
の
通
訳
者
に
よ
り
、
９
の
言
語
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
の
言

語
へ
の
同
時
通
訳
を
確
保
す
る
。

12

通
訳
の
費
用
は
、
同
一
の
言
語
を
使
用
す
る
加
盟
国
の
間
で
連
合
の
経
費
の
分
担
額
に
比
例
し
て
分
担
す
る
。
た

だ
し
、
装
置
の
設
置
及
び
維
持
の
費
用
は
、
連
合
が
負
担
す
る
。

13

加
盟
国
又
は
そ
の
指
定
さ
れ
た
事
業
体
は
、
相
互
間
に
お
け
る
業
務
上
の
通
信
に
使
用
す
る
言
語
に
つ
い
て
取
決

め
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
取
決
め
が
な
い
場
合
に
は
、
使
用
す
る
言
語
は
フ
ラ
ン
ス
語
と
す
る
。

第
七
章

最
終
規
定

第
百
五
十
六
条

こ
の
一
般
規
則
に
関
す
る
議
案
の
承
認
の
条
件

１

こ
の
一
般
規
則
に
関
す
る
議
案
で
あ
っ
て
大
会
議
に
提
出
さ
れ
た
も
の
は
、
実
施
さ
れ
る
た
め
に
は
、
大
会
議
に

代
表
を
出
し
て
い
る
加
盟
国
で
あ
っ
て
投
票
権
を
有
す
る
も
の
の
過
半
数
に
よ
る
議
決
で
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
投
票
の
際
に
は
、
投
票
権
を
有
す
る
加
盟
国
の
三
分
の
二
以
上
が
出
席
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
五
十
七
条

国
際
連
合
と
の
協
定
に
関
す
る
議
案

１

前
条
に
定
め
る
承
認
の
条
件
は
、
万
国
郵
便
連
合
と
国
際
連
合
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
協
定
を
改
正
す
る
た
め
の

議
案
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
関
係
す
る
協
定
に
お
い
て
改
正
の
条
件
に
つ
い
て
の
定
め
が
な
い
場
合
に

限
る
。

第
百
五
十
八
条

こ
の
一
般
規
則
の
改
正
、
効
力
発
生
及
び
有
効
期
間

１

大
会
議
が
採
択
し
た
改
正
は
、
追
加
議
定
書
の
対
象
と
な
り
、
そ
の
大
会
議
に
お
い
て
反
対
の
決
定
が
さ
れ
な
い

限
り
、
そ
の
大
会
議
に
お
い
て
更
新
さ
れ
た
文
書
と
同
時
に
効
力
を
生
ず
る
。

２

こ
の
一
般
規
則
は
、
二
千
十
四
年
一
月
一
日
に
効
力
を
生
じ
、
無
期
限
に
効
力
を
有
す
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
加
盟
国
政
府
の
全
権
委
員
は
、
国
際
事
務
局
長
に
寄
託
さ
れ
る
こ
の
一
般
規
則
の
本
書
一
通

に
署
名
し
た
。
万
国
郵
便
連
合
国
際
事
務
局
は
、
そ
の
謄
本
一
通
を
各
締
約
国
に
送
付
す
る
。

二
千
十
二
年
十
月
十
一
日
に
ド
ー
ハ
で
作
成
し
た
。
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